
肥沃な土壌と、充実した広域交通
網などの産業立地優位性を生かし、
農業、商業、工業の３つの分野が
バランスよく発展しています。

南北を流れる荒川と利根川は、水
の恵みを与え、暮らしや産業の発
展に深く関わっています。そのほ
か、市内を流れる元荒川には、絶
滅危惧種に指定されている希少な
ムサシトミヨが生息しています。

熊谷駅正面口

「市の魚」ムサシトミヨ

全国有数の小麦の生産地
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ふわふわ感のある昔ながらの
削り方が特徴で、口に入れる
と淡雪を食べたときのように、
ふわっと溶けてなくなります。
各店で様々な味を楽しむこと
ができます。 

米ときな粉と水あめで作る熊
谷を代表する銘菓です。草加
せんべい、川越の芋菓子とと
もに埼玉三大銘菓の一つとい
われています。

全国有数の小麦生産量を誇る
熊谷で、熊谷産小麦を50パー
セント以上使用し、熊谷で製
粉・製麺された、地産地消の
ブランドうどんです。

熊谷うどん 雪くま 五家宝

いなり寿司 フライ 地　酒

良質で豊富な地下水と良米の
産地である熊谷では、江戸時
代初期の頃から酒造りが盛ん
でした。

水に溶いた小麦粉に野菜や豚
肉などを混ぜて焼く名物料理。
具材や形は店舗によってこだ
わりがあり、昔ながらの味が
楽しめます。

古くから妻沼聖天山の参拝客
や、地域の人々に愛される妻
沼のいなり寿司は、こくのあ
る風味と細くて長い形が特徴
です。

熊谷駅から東京駅まで新幹線
で約40分。JR上越・北陸新幹
線、JR高崎線及び秩父鉄道の
各鉄道路線が直結しています。

関越自動車道や東北自動車道
2路線からアクセスが可能です。
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　熊谷市では、平成18年に「熊谷市スポーツ熱中都市宣言」を行い、【実践】【応援】【協力】の合い
言葉の下、一人ひとりがスポーツに熱中し、それぞれのスタイルに応じてスポーツに関わる社会
の実現を目指してスポーツ振興施策を推進しています。
　その中で、関連団体との連携・協働を進めており、地域に根付いた活動をするスポーツチーム
と協力しながら、スポーツによるまちづくりを進めています。

スポーツを通じたパートナーシップ

文化と伝統の薫るまち
　熊谷市は、古くは江戸時代に中山道の宿場町として栄え、現在も

鉄道網や道路網が発達した要衝であり、県北における中心都市とし

ての歩みを進めています。国宝に指定されている歓喜院聖天堂を始

め、関東一の祇園と称される熊谷うちわ祭や、「日本さくら名所100

選」に選ばれた熊谷桜堤など、様々な魅力にあふれ文化と伝統が感

じられるまちです。

　また「スポーツ熱中都市」を宣言する熊谷市は、スポーツによるま

ちづくりも進めており、2019年にはラグビーワールドカップ2019™
の開催都市の一つとして3試合が行われました。この大会では、熊

谷のおもてなしが多くの方から称賛を頂くこととなりましたが、培

われた経験は、現在本市で活動するスポーツチームとの連携や、大

会・合宿などで熊谷を訪れる皆さまへのサポート体制の整備へとつ

ながり、様々な形でレガシーとして受け継がれています。

　持続可能で魅力あふれるまちづくりを推進していくために、オー

ル熊谷でワンチームとなりスクラムを組む「スクマム！クマガヤ」の

スローガンのもと、更なる魅力の創出に取り組んでまいります。

小林 哲也熊谷市長
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埼玉パナソニックワイルドナイツ
坂手 淳史　選手

埼玉武蔵ヒートベアーズ
由規　選手

ちふれASエルフェン埼玉
吉田 莉胡　選手

ARUKAS QUEEN KUMAGAYA
松井 渓南　選手

おもてなし

　ラグビーのスクラムとクマガヤを掛け合わせた「スクマム！クマガヤ」は、ラグビータウン
熊谷の新たなスローガンとしてラグビーワールドカップ日本大会が開催された2019年に
誕生しました。出会った人とスクラムを組むことが大好きなシロクマの双子の兄弟。鼻が
黒いほうがスク、白いほうがマム。肩を組んで前に進むことや、人と人とのつながりを大
切にするという精神から、現在では、市内を中心に活用され、まちを盛り上げています。

熊谷市のあゆみ

　ラグビーワールドカップ2019™の開催都市になったほか、ジャ
パンラグビーリーグワンを始め、学生の公式戦や全国大会などが
開催されています。

ラグビータウン 熊谷

　平成17年に、熊谷市・大里町・妻沼町が合併し、新生「熊
谷市」が誕生しました。その後、平成19年に江南町との
合併を経て、現在の「熊谷市」となりました。


